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食品に関するテレ ビCMの内容分析

-健康 ・安全情報に注目して
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Safety Messages 
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The aim of this stlldy was to report the features of 

health and safety messages found in lelevision food 

advertising. The contcnts of 1499 food commercials 

broadcast fro日1]uly 2005 through June 2006 were 

analyzed. Coders judged if messages in the co口lmer-

cials addressed each of lhe following: safcty， high qual 

ily， nutrients often lacking， nutritional balance， 

heallhy impressions， novelty， tast巴， andfree gifts. Th巴

sludy indicated therc were a 向、へ healthand safety 

messages addressing the safety or nutritional balance 

issues， and this tendency was signi日canlespecially in 

commercials on snacks/bev巴rages

Key words: content analysis， television advertising. 

food 

目 的

テレ ビの食品 CMに|長|する内容分析研究は，多く見られ

るが，健康 ・安全問題に着目した先行研究は之しし、。 しか

し I最近では，食育の重要性が指摘されるなと，食におけ

る健康 ・ 安1ìそ~b;.t識の l喚起が社会的な謀題となっている。

そこで本側究では，食品 CMに含まれる食品情報のう

ち，健康 ・安全に関する情報がとの程度合まれているかを

調べ，それ以外の代表的な食品情報と比較した。他国I・安

全情報は，続l隠ニ首の健康 ・安全問題に対する気つきを促し

うるものと考えられる。

本研究では，こうした健康 ・安全情報と非健康 ・安全情

報のそれぞれが，とのような食品カテコリーにおいて多い

かについても分析した。
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短報

方 法

録画したC1¥1

2005年7月から2006年6月までの問で， 各月 l週間1

ずつサンプノレウィークを決定し， その.il!!lに NHKを《む干上

京7局を， 各月 1 ~2 局選び終円録画した。 対象がテレ ビ

CMのため， CiVIのないNHKを|徐き，民放 5局の録l盛l内

符から，}jj(送局と1l#IMj併によ って !日iにつきランダムに 6

時間の DVDを7枚ずつ選び， 42時間ずつサンプルをjOl

Hiした。機材の不乱r.J等で全(*の 2.9% にあたる 5時間 35

分分が録画されておらす ，それを除いた番組 269本(195 

時間 25分)に含まれる CiVl7，621本から，食品 CiVIを抜

き出しfこ。

コー ドイヒのI頁目

健康 ・安全情報 佐藤 ・沌111・裕本 (2003)の J'ム4全性」

「質の良さJJ不足しがちな栄設業」は， ここでの鎚Isl!・安

令tl'l幸:のJ面白として援問できるので， ま甘これらを使用1

ることとした。さらに，J栄後バランスJJ健康によい イ

メ-:/ Jを新たに)JIIえ，全部で 5m目において CMを評定

した。

代表的な非健康 ・安全情報の項目としては，J新規性」

「食|味J(む谷ら， 2006)， J景品J(佐藤ら， 2003)を)1I l、た。

それぞれの項目の評定においては，計定者に以卜のよう

な具体(Yrjを示した。(a)安全性 「添加物不使用JJ保保料 ・

乳化剤Jrr[添加IJJとれて 3日以内のたまこから」など。(b)

質の良さ 「良質Ji天然Jiコシヒカリ 100%JJr 嫡み」

「新臨むなとー (c)不足しがちな栄養紫 「ミ不ラノレJJビタ

ミンJi鉄JJカノレユノウムJiマグネ νウム」など。(d)栄養

パランス 「ー粒に栄養ぎ っしりJJこれ一本でJJ一日一

本」など。(巴)仕II康によいイメ-'/・ 「脂肪のつきにく い」

「低カロリーJJおなかすっきりJなと。(f)新規性:J新発

売Ji期間限定Ji新しくなったJJ新しいl味」など。(g)食

|味・ 「おいしし、JJ悔風味Jiス yキリ l山JJピリ辛」など。

(h)景品。「あたりが出るとも らえるJJ無料で行信メ ロ

ディ配信JJ抽選でプレゼントが当たる」なと。

上記の具体(9rjを参考に，各項目にあてはまる表射があっ

表 1 情報のあ った CMの書Ij合と提示方法の古11合(%)

悦示}j法

項 I~ 全 体 ナレー l快 f~ ・
セリ フ テロ ァプ ゾ ヨ:/ -，仲r;白iA』

安全世l 1.78 g 0.41 1.58 0.55 0.14 
質のHさ 8.01 e 2.60 6.23 3.36 0.89 
ィ、hiしがちは1討を若: 13.08(¥ 3.00 11.04 6.54 0.61 
栄uパランス 3.42f 1.16 1.92 1.64 0.34 
他wによいイメ ジ 17.72c 7.16 12.07 7.16 1.30 

-・・・・ ・・・・・・ ・・・ ‘ー

新規性 3'1.29 b 8.57 24.76 1'1.56 2.31 
食，，* '11.73 a 19.54 20.15 20.69 1.70 
3S.，tt u口u 14.24 d 3.00 11.10 9.74 5.72 

注 N= 1459 ~ 1470 英小文字は，多重範悶検定

(Bonferroni it;)の結果を示しており，同ーの~小

文字が付されている数値の間には有志、差がない.
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た113合， CiVI内でその情報がどのように表刻されているか

について， f~ j~人物のセ リ フとして含まれる 「セリフ J，匝11

面 lに文乎として現れている 「テロ yプJ，ぞまl易人物j以外の

声だけのセリフである「ナレー γ ョンJ，凹ffll卜に背長の一

部として山てくる 11映像 ・背京J， 情報が含まれていない

「なし」の1-11からあてはまるものをすべて選択した。

食品カテゴリ ー 亀谷ら (2006)に法っき 「① !'(~ (頒」

「②調味料頒H③:肉 ・魚介 ・卵 .0.腐H④ー穀矧 ・主

食矧J1⑤インスタン ト食品jj'U1⑥ 。ファーストフード ・

バン綴J1⑦ レトル卜食品 ・冷凍食品類J1⑧ 訴lJ'l!済食

品JjJJ1⑨:栄養術似j食品制H⑩:乳製品矧H⑪:その他」
「⑫ 飲食!苫 ・食品会社H⑬ アノレコール飲中↓H⑪ 清涼

飲料;)(J1⑬ *系飲料H⑬ コーヒー ・紅茶飲下↓類H⑪
水H⑬飲料その他J1⑬:野菜」の 19のカ テコリーを作
1&し， コードイヒしfこ。

手続き

客観的な基準に基つ いてコ ード化{'I一業がill!められるよ

う，事前に項目の定義や作業の手111ftなとを詐制|に記した全

20ぺ一二ノ約 10，000字の マニュアノレを作成した。その 7

ニュアノレを11-)い，作業内容を留i与するための研修を大学と|

14名に行 った。実際の コ デイングの作業は係向が11宅

にマニュアノレを持ち帰り，研修やマニュアノレをもとに行っ

た。 全体の 12.31% にあたる 24JI寺!日]分はー致率算/_/J[のた

め，2名がコーディングした。一致ホは 73.23-93.01%

であ った。

結 果

全 7，621CiVIのうち，食品 CiVIは 1，499州(19.67%)で

あった。

健康 ・安全情報 項目ごとに，その情報がどれだけの数

のCiVIに含まれていたか，その全体の CNl数における割

合，および，それが提示された方泣、の割合を表 lに示し

た。提示方法に関しては， 1つの CiVlで複数選択できるも

のもあるため， 4 i回りの提示方法の持11合の合計は，すく左

列にある，全体をjjjjじた割合をふつう越えることになる。

肢も JJ2示 ;t~の高かったのは「食l味J 41.73%，次に品かっ

たのが 「新規性J34.29%であった。一方，最も少なかった

のは「安全判 J1.78%，次に 「栄養バランスJ3.42%であっ

た。非健康 ・安全情報が七位にあり，健康 ・安全情報が多

いようには見えない結巣であった。

食品カテゴリー 食品カテコ リーを主要食品(③，④，

⑩，⑬， 加工品(⑤，⑥，⑦，⑧)， 11削子品(①，⑬，⑬，

⑬)，水 ・茶(⑬，⑪)，栄養補助食品(⑨)，その他(②，

⑪，⑫，⑬)の 6つに分頒し，それぞれの分矧について，

各項目の CiVl数と書Ij合を表 !と同僚に計算した。(丸数字:

は， 1方法」の「コ ード化の羽目」における食t日カテコリ ー

の番号である。)

「栄養補UJJ食品」では，1不足しがちな栄養素」が 31.67%

で肢も多く，次に 「新規性J28.33%， 11tJ!J，)lによいイメ-

'./ J 2667%， 1栄主主パランスJ11.67%と続き，l'ぜw・安全
情報が 1;1立 っていた。しかし， 1栄養補助食品」を|除くほか

の全ての分頒では，JIミ健康 ・安全情報の「食l味J1$河川↑tl:J

が上位 21立をl_!]め，健康 ・安全情報は少なか った。「食Iqd

の'，1;1)合は 「ニL~食，';;'， J 34.31 %， 1力11仁品J39.79%， 111，，¥好

品J44.78%， 1水 .ft~ J 43.06%， 1その他J38.55% であ っ

た。「新規性jの書1)合は， 1ヰ±要食品J34.31%， I)JIIJ~"II'， J 

38.54%， 1"削子品J3965%， 17)く.*J 34.72%， 1その他」

22.63%であった。特に 111苦好品」では 「食H未J1新似性」

に続いて多かったのが 1;芸品J 1 9 .88% であり ， ゴ 1: 1ぜ ~It ・

安全情報が 1・位3f立を占めていた。

考察

食品CiVlにおける{ぜ在日 ・安全情報は，食品にlYiIする他

lili • 安全問題に対する î'\i!Jf~者の気っきを促しうると考えら

れ るが，本研究の*Ii~ ， 健康 ・ 安全制限が多く挺示されて

いるようには見えなかった。 この傾向は，栄養補助食品を

|徐くすべてのカテコ リーではられ， 1"昔好品Uにおいてとく
に出血庄であ った。

木津 ・「む谷 ・二;11¥(1999)によれば，視IW者が テレヒ

CNlにおいて主主かれる要素の第 1(立は 「新発売であるこ

と」であ った。また，本研究の結架，テレビの食品CMで

促司、されている情報についても， 1食l味」に)JJ]え， 1新版性」

が|二位にな った。lム公の送り手は， mJft1者の購入欲求を刺
激するものに íiiX!iL~に反応しているようにも見える 。

食品 CNIの中に(ぜi来 ・安全情報がなかなか提示されな

いということは，それが提示されていなくても，視l依者が

みずから，食品の健康 ・'ム全面をJ引退すべきことに気っ

き，適切な食JJI選択や食行動ができることがl1j~であるこ

とを示唆しているように思われる。

本研究の結果は， こうした素養を身につけさせる食脊や

メデ ィア ・リテラン一教育の必要{生を支f寺するとともに，

それらの教育において利用できる，食品CMの実態に関す

る つの資料を促供したものと考えられる。
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